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浄 土 教思 想 の諸 問題(II)

特に念仏思想に関連して

土 屋 松 栄

 今回は, 特に念仏思想に関連 して, 検討を試みたい。 この念仏実践の思想は, 

本来, 極楽浄土への往生のための中心的実践思想であるのみならず, 実にこの念

仏 こそ阿弥陀仏の浄土教思想そのものを成立 ・発展せしめた根本的, 究極的なる

原理 としての実践思想でもあつた と理解され うる。

 しかれば, まず<阿 弥陀経>の 修因段, および<無 量寿経〉の三輩往生段にお

ける念仏思想に注 目して, その説示内容をいまはサ ソスクリット本(0本 ・足利

本)に より要約 してみよう。

<阿弥陀経>修 因段(Oxford ed., p. 96)

 もろもろの衆生はかの仏国土に対 して誓願をなすべきであ り, 〔その場合〕

 僅かな善根によつては, ア ミターユス如来の仏国土に往生 しない。 また如何な

 る善男子や善女人も, ア ミターユス如来の名号を聞いて思念(manasi-1/kr)す

 るに, 一 日ないし七 日, 散乱 しない心にて思念するならば, 彼らが命終のとき

 にア ミターユス如来が声聞衆に囲にされ, 菩薩衆に恭敬されて前立するであろ

 う。〔その如来を見 ることで〕顛倒しない心にて命終 し, 実にアミターユス如

 来の仏国土たる極楽世界に往生 しよう。

<無量寿経>三 輩往生段(Ashikaga ed., pp. 42-43)

 如何なる衆生も, かの如来を形相において繰 り返 し思 念(manasi-kr)し

 て, 多くの善根を植え, 発菩提心してかの世界に往生したいと願 うであろうな

 らば, 彼 らの臨終のときに, ア ミターパ如来が如 くの比丘衆に囲緯 ・恭敬され

 て住立す るであろ う。彼らはその世尊 〔ア ミターバ如来〕を見(drs)る に, 

清浄なる心になつて, まさに極楽世界に往生する。か くして, 如何にすれば現

 世にア ミターバ如来を見(vpar)る ことができようか と希求す るところの善男

 子 ・善女人は, 阿褥菩提に発心しまた願生して善根回向すべきである。(上輩)

 〔以上のようにできない者たちでもかの仏国土に心を致せば, ア ミターバ如

 来 と全 く同様な仏化が, 彼 らの命終のときに前立するであろ う。そこで彼らは, 

 見仏 ・浄信に基づ く三昧(tathagata-darsana-prasadalambanena-samadhi) に
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 よつて, 憶念(smrti)を 忘れず, 命終 し, 実にかの仏国土に来生するであろう。

 (中輩)

 さらに如何なる衆生であつても, 十念生起 して如来を憶念(sam-anu-V/smr)

 し, かの仏国土に対して願望を生 じた り, ないし一念生起するだけでも如来を

 思念(manasi/kr)し, 願生すれば, 彼 らもまた夢中にてア ミターパ如来を見

(drs)る であろうし, 極楽世界に往生して, 阿褥菩提 より退転 しない者 とな

 ろう。(下輩)

 全体共通して重要なことは, 念仏(思 念 ・憶念)と 見仏思想(臨 終来迎・臨終見仏・

見仏三昧 ・夢中見仏)と が, 密接なる関連性を有するものとして説示されているこ
'と
である。但し, 厳密に言えば, <阿弥陀経>に は見仏を説かないが, しか し臨

終来迎の思想とい うのは, 内容的には見仏思想の一種であると考えてよかろ う。

このような念仏思想の先駆 となる思想は, やはり<般 舟三昧経>の 所説たる阿弥

陀仏中心の念仏三昧の思想であろう。

 <般舟三昧経>の サ ソスクリヅト本は中央アジアか ら発見された一部断片 しか

現存 しないし, その内容 もいまの問題と直接関係するものではない。故に, ここ

ではチベット訳(デ ルゲ版)に よることにして, さらに漢訳四本をも参照しながら, 

以下にその念仏三昧なるものの梗概を示そう。

<般舟三昧経>1-2章(Nyingma ed., vo1. 21, p. 6, 11a-p. 8, 13b)

 この現在仏の面前に住すると名つ く三 昧(de ltar gyi sans rgyas mnon

 sum du bshugs pa shes bya bahi tin ne hdsin) というのは, 出家 ・在家の

四衆が, 具戒 して一人寂処に趣き坐 して, 所聞の相により, これ より西方百千

 億土の彼方なる極楽世界に, かの無量寿如来がいま現在も菩薩衆に囲続 ・恭敬

 されて住 し説法するのを, 散乱 しない心にて思念(yid la byed pa)す るので

 ある。そのように一ない し七 日, 散乱 しない心にて無量寿如来を思念すれば, 

 七 日を過ぎて如来を見(mthon ba)る が, もし昼間に見なければ, 睡眠時の夢

 中にかの無量寿如来が現ずる。見仏 ・聞法 して受持 し, 三昧から出て他のため

 に広説した り, あるいは三昧に住 して無量寿如来に往生法について請問 し, 仏

 を憶念(rjes su dran pa)す れば往生できることを説かれる。さらに如来の三

 十二相, 五緬 ・四大な どの不滅なることを説かれ, しか して如来に著せず, ま

 た妄想 ・憶念しないで, 所縁にて思念 しないで空三昧を得るのが, 念仏 (Sans

 rgyas rjes su dran pa)な のである。

 以上の如 く, この念仏三昧(般 舟三昧)は, まさしく念仏と見仏とが表裏一体を
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な す三 昧 行 な の で あ り, か か る念 仏 三 昧 の思 想 か ら, 先 に 掲 げ た<阿 弥 陀 経>

<無 量 寿 経>な どの よ うな類 似 思 想 が 派 生 して きた の で は な か ろ うか。 特 に 七 目

念 仏 の 箇 所 で は, <阿 弥 陀 経>と 表 現 的 に も同一 で あ るが, 恐 ら くは<般 舟 三 昧

経>の そ れ が 若 干 早 く成 立 した と考 え て 大過 な い で あ ろ う。

 この 般 舟 三 昧(pratyutpanna-buddha-sammukhavasthita-samadhi)の 思 想 は, 大

乗 仏 教 に お け る 極 め て 重 要 な 実践 思 想 で あ る。 それ は さ ら に<小 品 般若 経>1)に

tathagata-darsano-nama-samadhi(羅 什訳 「見 諸仏三昧 」)と か sarvatathagata-

darsi-nama-samadhi (支 婁 迦 識 訳 「悉見諸仏三昧」)と あ り, <大 品 般 若 経>2)に

buddhanusmrti (羅什訳 「念 仏 三 昧」)と あ り, あ る い は<華 厳 経 十 地 品>3)に

pratyutpanna-sarvabuddha-sampmukhavasthito-nama-bodhisattva-samadhi( 

羅達摩訳 「現在一切 諸仏現 前住三摩地」)と か<入 法界 品>4)に buddhanusmrti-muk-

ha(覚 賢訳 「念仏三昧門」)と あ る もの な ど と, ほ ぼ 同一 内容 の 実践 で は ない か と推

測 され うる。 つ ま り般 舟三 昧 な る もの は 大乗 菩 薩 道 思 想 も し くは般 若 ・空 思 想 と

も多 分 に 関係 し て い る の で あ る。 龍 樹 の 『大 智 度 論 』(般 舟三昧 について三十箇所以

上言及す る)お よび 『十住 毘 婆 沙論 』(「念仏 品」 な ど)に は, この よ うな 般 舟 三 昧

と大乗 菩薩 道 思 想 との 密接 不 可 分 な る 関連 性 とい うの が強 調 され て い る の で あ つ

て, さ らに 鳩摩 羅 什 が 慧 遠 と問 答 往 復 して い る 『大乗 大 義章 』 に も注 目す べ き思

想 内 容 が 認 め られ よ う。

 要 す る に 般 舟 三 昧 の 思 想 な る もの は, <無 量 寿 経><阿 弥 陀 経〉 に説 示 され た 念

仏 思 想 の 起 源 と な る もの で あ り, また 同 時 に, そ れ は<般 若 経><華 厳 経>な ど

大 乗 仏 教 の菩 薩 道 思 想 に お け る重 要 な 実 践 思 想 で もあ つた と知 られ る。 この般 舟

三 昧 の実 践 と と もに, 他 な らぬ 阿 弥 陀 仏 の 浄 土 教 思 想 そ の もの が 次第 に成 立 ・発

展 した の で あ ろ う。 換 言 す れ ば, 大 乗 菩 薩 道 思 想 の な か に 般 舟三 昧 の思 想 が 生 ま

れ, そ の般 舟 三 昧 の実 践 に よ つて, い わ ゆ る極 楽 浄 土 の 荘 厳 とか, 念 仏 往 生 の思

想 な どが 形 成 され うる に至 り, そ れ が や が て 集 大 成 され て 独 立 せ る 阿弥 陀仏 の浄

土 教 思 想 へ と展 開 した の であ ろ うと考 察 せ られ る。

1) Astasahasrika-prajnaparamita, ed. by P. L. Vaidya, p. 2439-10. 

2) Pancavimsatisahasrika-prajnaparamita, chap. II, ed. by T. Kimura, p. 9622. 
3) Dasabhumisvaro-nama-mahayanasutra, ed. by R. Kond5, p. 1794. 

4) Gandavyuha-sutra, ed. by P. L. Vaidya, pp. 4917-5010. 

<キ ー ワー ド> 浄土教, 念仏, 般 舟三昧

(龍谷大学大学院修了)
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